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～　子どもに学ぶ ～No.10(令和1.6.28)
  


ある朝、教室の様子を見回っている途中、保健室の前で高学年の男の子と低学年の女の子が並んで立っている後ろ姿を見掛けました。どうしたのか尋ねると、気分が優れない女の子が保健室を訪ねてきたのですが、あいにく養護教諭はプールの点検のため保健室を離れており、どうしてよいかわからず立ち尽くしていたとのこと。そこにたまたま通りかかったのがその男の子だったのです。

[image: ]二人を保健室に入れ、女の子をベッドに寝かせた後、男の子に丁重にお礼を伝えました。男の子は「僕もどうしてよいかわからなかったけど、とにかく女の子をひとりにしてはいけないと思い、先生が戻るまでそばにいようと思いました」と話してくれました。その表情からは「ほかにしてあげられることがあったんじゃないか…」という戸惑いもうかがえましたが、私にはその男の子の下級生をいたわる気持ち、そしてそれを行動に移した健気さが十分すぎるほど伝わり、思わず涙が頬をつたいました。
[image: ]
学校は子どもたちが学ぶ場所。しかし、時として私たち教師も子どもたちから学び、見習うべき場面に出会います。今回の出来事は、まさにそのよい例です。
児童と教師。立場は違っても、ともに学び合い、ともに成長し合う。そんな関係でありたい。
あらためて諸塚の子を愛おしく思ったある日の出来事でした。
　
[image: \\172.31.0.181\共有フォルダ\平成３１年度\10 行事写真\190624 みんなで遊ぶ日\P1500756.JPG]～　みんなで遊ぶ日！ ～
月に１回程度、「みんなで遊ぶ日」というスペシャルな昼休みがあります。保健体育委員会の子どもたちが企画や運営を担当し、子どもも先生もなく、真剣に遊びまくります（校長も思いっ切り走り回りたいのですが、もうしばらくの辛抱です… ((>_<。)）。
この日のメニューは、「氷おに」でした。天気は快晴。ときより気持ちのよい風が吹き抜けますが、運動場の気温はおそらく３０度近くあるのではないでしょうか。子どもたちも先生も汗びっしょりです。
[bookmark: _GoBack]最後は、先生たち全員が鬼と化し、[image: \\172.31.0.181\共有フォルダ\平成３１年度\10 行事写真\190624 みんなで遊ぶ日\P1500721.JPG]まさに鬼の形相で追い掛けられたり、二人の鬼からはさみ打ちにされたりしながら、子どもたちは必死に逃げ回ります。上級生が下級生の手を取って逃げたり、逃げるのをやめて転んだ子をいたわったりする姿からも「みんなで遊ぶ日」のよさが伝わり、とても微笑ましく思いました。次の「みんなで遊ぶ日」のメニューが今から楽しみです。
oleObject1.bin

image4.png
-8




image5.png




image6.jpeg




image7.jpeg




image1.emf

image2.png




image3.emf

